
環境学習ツアー 

「セブン-イレブン記念財団 高尾の森自然学校 
  ～森林保全活動・クラフトワーク」に参加しました！ 
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セブン＆アイ HLDGS. 総務部 
（左から） 
関谷・渡部・森本・吉瀧 

セブン＆アイ・ホールディングス 

 6月18日(土)に高尾の森自然学校で開催された環境 
学習ツアーに、総務部のメンバーで参加しました。 
環境省の定めた環境月間(６月)にあわせたイベントで、
社員とその家族を対象に実施されました。 
 水源地の保全活動(笹刈り)⇒ 持続可能な漁業について
の勉強 ⇒ 丸太切大会 ⇒ クラフトワークショップと、 
盛りだくさんな内容で、自然の中で体を動かす貴重な 
体験ができました。 
 子どもたちが楽しんでいただけではなく、大人もつい
熱中してしまう一日でした。 

 子ども８人、大人32人 
 

 合計40人が参加 

午前中は、水源地の保全活動。 

2～3m以上に成長した笹を 

刈っていきました。 

 ファミリー対抗、会社（部門）対抗の 
 丸太切り大会。 
 普段、のこぎりを使う機会がない子ども 
 たちには、良い経験になりました。 



高尾の森自然学校 （運営：一般財団法人セブン-イレブン記念財団） 

開  校  ：2015年4月10日 

活 動 目 的 ：東京都との協働事業として、東京西部の豊かな森林を守り育むことにより、 

                 低炭素社会の実現に寄与する。また、希少動植物の保護・保全活動を通し、 

                 生物多様性を守るとともに、地域の自然、歴史、文化などを次世代に 

                 継承していく人材を育てる。 

活 動 場 所   ：東京都八王子市川町および近隣地域 （約26.5haの都有地） 

ウェブサイト：http://www.7midori.org/takao/index.html 
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午後のクラフトワークショップでは、竹でコップやお箸、水鉄砲作りに挑戦！ 

完成した
水鉄砲で
水遊び！ 

持続可能な漁業について勉強！ 

6月の環境月間にあわせて、持続可能な漁業を
実践しているアラスカ産鮭を使ったオリジナル
商品セブンプレミアム「紅鮭の塩焼き」に店頭
でPOPをつけてご紹介しています。お昼には、 
この商品をみんなで試食しました。 

アラスカシーフードマーケティング 
協会の方から、アラスカの持続可能な
漁業についてレクチャーいただきまし
た。 

店頭にPOPをつけて
ご紹介 
↓ 
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